
昭
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日
受
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（
質
問
の 

一
九
） 

答

弁

第

一

九

号 

   

衆
議
院
議
員
竹
内
猛
君
提
出
飲
用
向
け
乳
価
交
渉
の
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 

る
。 内

閣
衆
質
七
五
第
一
九
号 

昭
和
五
十
年
五
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
竹
内
猛
君
提
出
飲
用
向
け
乳
価
交
渉
の
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
年
度
の
加
工
原
料
乳
保
証
価
格
に
つ
い
て
は
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
（
昭

和
四
十
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
「
暫
定
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
産
さ
れ
る

生
乳
の
相
当
部
分
が
加
工
原
料
乳
で
あ
る
地
域
に
お
け
る
生
乳
の
再
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
生
乳

の
生
産
条
件
及
び
需
給
事
情
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
考
慮
し
て
、
飼
育
労
働
費
、
流
通
飼
料
費
、
飼
料
作
物
費

等
の
増
加
を
反
映
す
る
よ
う
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
八
〇
円
二
九
銭
（
前
年
度
比
一
四
・
七
％
ア
ッ
プ
）
と
し
た

も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

加
工
原
料
乳
保
証
価
格
は
、
加
工
原
料
乳
の
主
要
な
生
産
地
域
に
お
け
る
生
乳
の
再
生
産
の
確
保
を
旨
と
し 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

て
農
林
大
臣
が
定
め
て
い
る
が
、
飲
用
向
け
乳
価
は
、
生
産
者
と
乳
業
者
の
間
で
飲
用
に
向
け
ら
れ
る
生
乳
の

生
産
条
件
、
牛
乳
の
需
給
事
情
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
自
主
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
保
証

価
格
と
飲
用
向
け
乳
価
と
の
間
に
価
格
差
が
生
ず
る
も
の
と
な
る
が
、
そ
の
格
差
は
そ
の
と
き
ど
き
の
経
済
事

情
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
価
格
差
が
適
正
な
も
の
で
あ
る
か
一
概
に
い
う
こ
と
は
で
き
な 

い
。 飲

用
向
け
の
乳
価
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
生
産
者
と
乳
業
者
の
間
で
飲
用
に
向
け
ら
れ
る
生
乳
の
生
産
条

件
、
牛
乳
の
需
給
事
情
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
考
慮
し
て
自
主
的
に
形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
飲
用
向

け
乳
価
に
つ
い
て
も
、
現
段
階
で
は
当
事
者
間
で
円
満
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
交
渉
の
推
移
を

見
守
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

ま
た
、
飲
用
向
け
乳
価
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
、
し
た
が
つ
て
紛
争
も
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
現
行
の
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
に
関
す
る

仕
組
を
変
え
る
必
要
性
は
、
乏
し
い
と
考
え
る
。 

暫
定
法
に
基
づ
き
、
各
都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
知
事
が
一
の
生
乳
生
産
者
団
体
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
生
産
者
団
体
に
よ
る
生
乳
の
共
同
販
売
体
制
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
酪
振
法
に
基
づ
き
、
生
乳
等
取
引
契

約
の
文
書
化
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
庁
に
よ
る
紛
争
の
あ
つ
せ
ん
又
は
調
停
等
を
行
い
う
る
こ
と
と 

酪
農
振
興
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
二
号
。
以
下
「
酪
振
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基

づ
く
農
林
大
臣
の
調
停
は
、
同
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
事
者
（
委
任
を
受
け
た
者
を
含
む
。
）
が
都
道

府
県
知
事
に
調
停
の
申
請
を
し
た
後
、
知
事
が
農
林
大
臣
に
申
し
出
た
場
合
に
、
必
要
に
応
じ
、
行
う
も
の
で

あ
り
、
こ
の
手
続
を
経
ず
に
直
接
農
林
大
臣
に
調
停
を
申
し
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

五 

 



 

六 

し
、
生
乳
取
引
の
特
質
に
即
し
、
生
産
者
団
体
の
強
化
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




